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マ
ル
テ
ィ
ン
・
ニ
ー

メ
ラ
―
牧
師
の
詩
に

「
ナ
チ
ス
に
共
産
主
義

者
、
社
会
民
主
主
義
者
、

労
働
組
合
員
が
連
れ
去

ら
れ
る
と
き
に
声
を
上

げ
な
け
れ
ば
、
彼
ら
が

私
を
連
れ
さ
っ
た
と
き
、

私
の
た
め
に
声
を
あ
げ

る
者
は
誰
一
人
残
っ
て
い
な
か
っ
た
」

と
あ
る
。

日
本
で
は
公
務
員
も
民
間
人
も
、

日
本
人
、
外
国
籍
の
方
も
問
わ
ず
命

や
権
利
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
斎
藤
元

彦
前
兵
庫
県
知
事
の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題

で
、
亡
く
な
っ
た
県
民
局
長
、
県
課

長
は
名
前
が
あ
る
人
間
だ
。
「
赤
木

俊
夫
さ
ん
を
、
ウ
ィ
シ
ュ
マ
・
サ
ン

ダ
マ
リ
さ
ん
を
忘
れ
な
い
」
と
思
い

を
強
く
し
て
も
、
多
く
の
人
間
が
自

死
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
人

権
後
進
国
が
日
本
だ
。
毎
年
い
ま
だ

に
自
殺
者
が
２
万
人
以
上
出
る
の
は
、

内
戦
や
紛
争
・
戦
争
が
起
き
て
い
る

国
レ
ベ
ル
で
日
本
は
異
常
だ
。

国
内
外
、
政
情
は
不
安
定
で
見
通

せ
な
い
未
来
の
な
か
で
も
、
し
か
し

精
一
杯
、
人
権
を
守
る
た
め
に
抵
抗

し
、
声
を
あ
げ
よ
う
。
声
を
あ
げ
る

一
人
と
な
ろ
う
。
（
ま
）

「
明
る
い
民
主
県
政
を
き

ず
く
香
川
県
連
絡
会
」
は
７

日
、
香
川
県
の
池
田
豊
人
知

事
あ
て
に
、
２
０
２
５
年
度

予
算
に
つ
い
て
の
要
望
を
し

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
県
議

団
の
樫
昭
二
県
議
が
同
席
し

ま
し
た
。

連
絡
会
の
８
団
体
が
参
加

し
、
教
育
、
保
育
、
雇
用
、

中
小
企
業
支
援
、
農
業
な
ど

９
分
野
、
78
項
目
の
重
点
要

望
を
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
は
、
▽
子
育
て
支

援
で
18
歳
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
、
給
食
費
の
無
償

化
、
20
人
以
下
の
少
人
数

学
級
の
実
現
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
公
費
負
担
の
継

続
▽
中
小
企
業
支
援
で
物

価
高
騰
に
対
す
る
負
担
軽

減
の
直
接
支
援
策
の
実
施
、

最
低
賃
金
引
き
上
げ
へ
の

直
接
補
助
制
度
の
創
設
、

特
定
利
用
港
湾
指
定
の
撤

回
な
ど
で
す
。

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
に
つ
い
て
は
、
県
内
の

自
治
体
で
実
施
済
み
で
す
が
、

県
の
制
度
の
創
設
を
求
め
ま

し
た
。

高
校
の
授
業
で
使
う
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
公
費
負
担
の

継
続
で
県
か
ら
は
「
保
護
者

の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、

半
額
の
端
末
購
入
補
助
を
行

う
」
と
の
前
向
き
な
回
答
が

一
部
あ
り
ま
し
た
が
、
各
団

体
が
求
め
た
県
独
自
施
策
の

創
設
に
つ
い
て
回
答
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

会
の
井
上
存
身
（
の
ぶ
み
）

幹
事
は
、
「
県
知
事
が
国
の

方
を
向
い
た
県
政
運
営
を
し

て
い
る
が
、
私
た
ち
が
毎
年

の
要
望
で
少
し
ず
つ
県
政
に

も
反
映
が
あ
る
。
今
後
も
要

望
を
上
げ
続
け
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
」
と
の
べ
ま
し
た
。

香
川
県
医
労
連
は
７
日
、

高
松
市
の
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
前
で

「
安
全
・
安
心
の

医
療
・
介
護
を
」

と
人
員
増
と
処
遇

改
善
を
求
め
る
署

名
活
動
を
し
ま
し

た
。
約
20
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

署
名
は
医
療
・

介
護
の
現
場
は
、

「
崩
壊
待
っ
た
な

し
」
の
危
機
的
状

況
に
あ
る
と
し
て
、

国
会
に
請
願
す
る

も
の
。
駅
利
用
者

ら
が
足
を
止
め
53

人
分
の
署
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。

県
民
医
連
の
独

自
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
回
答
し

た
医
療
従
事
者
の
96

％
が

「
コ
ロ
ナ
禍
と
変
わ
ら
ず
忙

し
い
」
。
ま
た
、
83

％
が

「
で
き
た
ら
辞
め
た
い
・
仕

方
が
な
い
の
で
仕
事
を
し
て

い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

民
主
県
政
の
会
が

来
年
度
の
予
算
要
望

県医労連が署名活動

今
、
国
の
予
想
を
超
え

る
ス
ピ
ー
ド
で
子
ど
も
の

数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
少
子
化
を
止
め
る
た
め

に
国
は｢
異
次
元
の
少
子
化

対
策｣

と
し
て
、｢

こ
ど
も

未
来
戦
略｣

を
打
ち
出
し
、

私
た
ち
が
長
年
求
め
続
け

て
き
た
４
・
５
歳
児
の
職

員
配
置
基
準
改
善
が
よ
う

や
く
実
現
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
期
限
を
定
め

な
い
経
過
措
置
の
設
定
や

1
歳
児
の
配
置
基
準
は
国

際
的
に
も
貧
し
い
ま
ま
で

す
。
さ
ら
な
る
改
善
と
そ

の
た
め
の
財
源
確
保
は
緊

急
の
課
題
で
す
。

ま
た
、
保
育
分

野
で
は
、｢

こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制

度｣

の
創
設
も
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
保
育
所

等
に
通
っ
て
い
な

い
主
に
０
～
２
歳

の
子
ど
も
を
対
象

に
、
一
定
時
間
保

育
施
設
等
を
利
用

出
来
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
内
容
で

す
。
子
ど
も
の
命

と
安
全
、
在
園
児

へ
の
影
響
、
保
育

者
の
負
担
増
、
責

任
の
所
在
な
ど
、
不
安
の

声
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
は
20
２
６
年
度
か

ら
全
自
治
体
で
の
本
格
実

施
を
強
行
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
願
い
は
、
誰

も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

生
み
育
て
生
き
生
き
と
働

け
る
社
会
、
子
ど
も
た
ち

が
大
切
に
さ
れ
未
来
に
希

望
を
持
て
る
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
で
す
。

香
川
保
育
問
題
連
絡
会

も
、
た
く
さ
ん
の
声
を
集

め
る
た
め
に
署
名
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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小
島
烏
水
（
本
名
・
久
太
）
は
、

高
松
市
三
番
町
（
旧
高
松
市
女
性
セ

ン
タ
ー
の
一
角
）
に
生
ま
れ
た
。
小

島
家
は
代
々
、
高
松
藩
家
老
側
用
人

の
家
格
で
あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
で

没
落
。
一
家
は
活
路
を
求
め
て
上
京

し
た
。
父
は
横
浜
税
関
に
職
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

一
八
八
七
年
、
烏
水
は
横
浜
商
法

学
校
（
現
・
横
浜
商
業
高
校
）
に
す

す
む
。
法
律
事
務
所
や
商
社
に
勤
務

し
た
後
、
一
八
九
六
年
、
横
浜
正
金

銀
行
（
現
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
に

入
る
。

登
山
家
の
烏
水
が
広
く
読
書
界
に

迎
え
ら
れ
た
の
は
、
『
不
二
山
』
と

『
日
本
山
水
論
』
を
出
版
し
た
一
九

〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
の
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
年
の
春
か
ら
、
烏
水
は
日
本

山
岳
会
の
設
立
の
た
め
中
心
と
な
っ

て
働
い
た
。
会
則
は
英
国
ア
ル
パ
イ

ン
・
ク
ラ
ブ
に
範
を
仰
ぎ
、
設
立
趣

意
書
は
烏
水
が
書
い
た
。
会
員
は
四

百
名
ほ
ど
に
な
り
、
同
年
十
月
に
正

式
に
発
足
を
み
た
。
こ
こ
に
日
本
に

お
け
る
近
代
登
山
が
産
声
を
上
げ
た

の
で
あ
る
。
一
九
〇
七
年
の
会
員
名

簿
に
は
、
島
崎
藤
村
、
田
山
花
袋
、

柳
田
国
男
、
小
山
内
薫
ら
が
名
を
連

ね
て
い
る
。

一
九
〇
八
年
四
月
、
函
館
か
ら
海

路
、
横
浜
に
上
陸
し
た
石
川
啄
木
は
、

す
ぐ
さ
ま
烏
水
の
勤
務
先
を
訪
ね
て

い
る
。
烏
水
を
文
学
上
の
先
輩
と
あ

お
い
で
の
訪
問
で
あ
っ
た
。
啄
木
の

日
記
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
正

金
銀
行
の
預
金
課
長
、
紀
行
文
に
名

を
成
し
て
、
評
論
に
筆
を
と
る
此
山

岳
文
学
者
は
、
山
又

山
を
踏
破
す
る
人
と

思
へ
ぬ
程
、
華
車
な

姿
を
し
て
居
た
。
痩

せ
た
中
背
の
、
色
が

白
く
て
髭
黒
く
、
目

の
玉
が
機
敏
の
動
く

人
で
、
煙
草
は
飲
ま

ぬ
。
名
知
ら
ぬ
料
理

よ
り
も
、
泡
立
つ
ビ
ー
ル
よ
り
も
、

話
の
方
が
う
ま
か
っ
た
。
」

一
九
〇
九
年
八
月
、
府
立
三
中
の

五
年
生
だ
っ
た
芥
川
龍
之
介
は
、
級

友
ら
と
槍
ヶ
岳
登
山
に
出
か
け
て
い

る
。
十
七
歳
の
芥
川
は
、
烏
水
の

「
山
水
無
盡
蔵
」
を
読
ん
で
大
き
な

さ

ん

す

い

む

じ

ん

ぞ

う

影
響
を
受
け
て
い
た
。
後
に
芥
川
は

「
槍
ヶ
岳
紀
行
」
を
書
い
て
い
る
。

一
九
一
一
年
、
文
芸
雑
誌
『
文
章

世
界
』
が
企
画
し
た
「
文
界
十
傑
」

投
票
で
、
紀
行
文
の
部
に
お
い
て
烏

水
が
第
一
位
に
選
ば
れ
た
（
烏
水
７

０
０
７
票
、
大
町
桂
月
５
５
１
６
票
、

田
山
花
袋
２
７
６
０
票
）
。
な
お
、

小
説
で
は
藤
村
、
翻
訳
で
は
鴎
外
、

詩
で
は
北
原
白
秋
、
短
歌
で
は
与
謝

野
晶
子
が
第
一
位
に
選
ば
れ
て
い
る
。

烏
水
は
紀
行
作
家
と
し
て
確
固
た
る

地
位
を
築
き
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
一
年
、
日
本
山
岳
会
は
会

長
制
に
移
行
し
、
初
代
会
長
に
烏
水

が
選
ば
れ
た
。

一
九
八
七
年
、
『
小
島

烏
水
全
集
』
（
全
十
四
巻
、

別
巻
一
）
が
完
結
す
る
。

二
〇
一
三
年
、
高
松
市

峰
山
公
園
の
「
は
に
わ
っ

子
広
場
」
に
「
小
島
烏
水

顕
彰
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
。

讃
岐
の
文
学
碑
め
ぐ
り

㉒

高
松
出
身
の
銀
行
マ
ン
に
し
て
登
山
家

山
岳
文
学
元
祖

小
島

烏
水
（
う
す
い･

一
八
七
三
～
一
九
四
八
）

文･

写
真

深
沢

雨
根

保育問題連絡会が署名

子どもたちのためによりよい保育を！

映画案内 『拳と

祈り 袴田巌の生涯』
●11/29～

●会場 ﾎｰﾙ･ｿﾚｲﾕ

◎監督 笠井 千晶

◎出演 袴田 巌・秀子

その他


